
 

                          2011 年 4 月 22 日 

                            新日本製鐵株式会社 

 

武漢鋼鉄(集団)とのブリキ製造・販売会社の設立について 

 

新日本製鐵株式会社（社長：宗岡正二、以下「新日鉄」）と武漢鋼鉄(集団)公司（総経理：鄧

崎琳、以下「武鋼」）は、中国湖北省武漢市にブリキ製造・販売の合弁会社である「武鋼新日鉄

（武漢）ブリキ有限公司」を設立することに合意いたしました。 

新興国を中心とする人口増と生活水準向上に伴い、食品缶・飲料缶等に使用するブリキの需要

は、世界的に拡大を続けておりますが、今回のプロジェクトが主にターゲットとする中国中西部

でも、今後のブリキ需要の拡大が見込まれております。 

グローバルプレーヤーとして世界展開を進める新日鉄は、武鋼との合弁事業により、武鋼が持

つ中国での事業基盤と新日鉄が持つ世界最高水準の技術とを融合させ、現地からこの伸びゆくブ

リキ需要を捕捉し、ブリキ製品の提供を通じて中国の経済発展に貢献してまいります。 

武鋼は、中国においてトップレベルの生産規模・製造技術を有し、新日鉄とは日中国交回復の

象徴プロジェクトである武鋼熱延工場建設以来、長きに亘り友好協力関係を継続しております。

今回もその一環の互恵平等の合弁事業として検討を進めてまいりましたが、今般、中国の関係政

府部門から設立許可を取得致しました。今後、会社設立に向けて必要な手続きを進めてまいりま

す。 

新会社の設立により、新日鉄はブリキ事業の世界展開及び成長する中国での事業展開という両

面から、新たな現地製造販売拠点を確立することとなります。 

 

 

【合弁会社の概要】 

○ 会社名：武鋼新日鉄(武漢)ブリキ有限公司 

(中文名：武钢新日铁（武汉）镀锡板有限公司) 

(英文名：WISCO-NIPPON STEEL Tinplate Co., Ltd.) (略称：WINSteel) 

○ 所在地：中国湖北省武漢市 

○ 生産設備（製造能力）：連続焼鈍ライン（40 万 t/年）、ブリキライン（20 万ｔ/年） 

○ 製造・販売品種：ブリキ、ブリキ原板 

○ 稼働予定：2013 年夏 

○ 投資総額：18.5 億元(約 240 億円) 

○ 資本金額：7.4 億元 

○ 出資比率：新日鉄 50%, 武鋼 50% 

 

【お問い合わせ先】 総務部広報センター TEL：03-6867-2135、2146、2147 

                          以  上 
 

 



 

中国ﾌﾞﾘｷ需要の伸び（当社推定）

2009年 2015年 対'09年

万t/年 232 328～370 +96～+138

別紙）参考資料 
（１） 合弁会社の所在地 
  所在地：中国湖北省武漢市青山区(武漢鋼鉄の工場敷地内) 

 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
（２） 武漢鋼鉄（集団）の概要 

○ 所在地  中国湖北省武漢市青山区 

○ 代表者  総経理 鄧 崎琳 

○ 設立   1958年 9月 

○ 株主   中国政府（国務院国有資産監督管理委員会）100%  

○ 粗鋼生産  3,034万 t (2009年)  

○ 売上高   約 1,400億元（約 1兆 8,000 億円、2009 年） 

 
 

（３） ブリキ製品例 
 

食缶（缶詰）、飲料缶の例 
 
 
 
 

 

Cf. 中国地域別ブ

リキ需要想定

（2009 年） 
合計 232 万 t 

中国地域別ブリキ需要（当社推定） 

2009 年 計 232 万 t 

新日鐵の出資会社：PATIN 

（広州市） 

合弁会社所在地 
（湖北省武漢市） 
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新日鉄のブリキ製造拠点 

LATINUSA 

PATIN 

STP 

日本の製造拠点 

八幡/  

広畑  

名古屋 / 

WINSteel 

海外製造拠点 所在地 設立 
新日鐵 
出資比率 

製造能力 

LATINUSA インドネシア 1982年 35% 13万トン/年 

STP タイ 1988年 15.6% 26万トン/年 

PATIN 中国 1994年 25% 20万トン/年 

WINSteel 中国 2011年予定 50% 20万トン/年(ブリキ能力) 
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